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ハンドベル演奏法の研究その2
一実験的演奏の実践とその効果と評価一
荒井弘高§
1はじめに
ハンドベルという楽器、一般の多くの人たちにとってはおそらく、その
演奏を直接目にする機会はまだまだ少なく、ハンドベルを簡単に「チリン
チリンと鳴らす楽器」というイメージを持たれている人たちが大半ではな
いだろうか。このことは演奏依頼を受ける際の言葉「たくさんの学生でな
く、数人で演奏をお願いします」等々から推察されるように、ハンドベル
は簡単にしかも直ぐ様演奏できてしまう楽器と考えておられる方が多い事
に、いつも驚かされる。
もちろんこのような少人数の編成で直ぐ様演奏を行うこともハンドベル
の魅力の一つではあるが、筆者が行ってきたことは、前稿でも述べたが、
多くの人たちに音楽としてのハンドベルの魅力を知っていただくべく、ハ
ンドベル音楽には“これまでのイメージとは違う演奏法があるのではない
か”“もっと音楽的に高められる演奏法かあるのではないか”の思いのも
とに様々な曲に挑戦し、機会あるごとに発表してきた。今回は「演奏法の
研究その2」として、これまで研究を行ってきた実験的演奏の実践とその
効果及び評価についてのさらなる成果を述べることとする。
§白鴎大学教育学部
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2．本学所有ハンドベルと同族楽器
ハンドベルの同族楽器（基本的には手に持って演奏ができ、一つの楽器
で出せる音が1音、8個で1オクターブの音階ドレミファソラシドとなる
楽器）は、世界を見渡すと様々な楽器が存在するが、本学・部活動で使用
している楽器はイングリッシュ・ハンドベルとハンド・チャイムであり、
その他授業に導入しているアンクルンなどがある。また、本学おもちゃラ
イブラリーではミュージックベルを所有している。
［ハンドベル］
①イングリッシュ・ハンドベル（イギリス発祥）
・アメリカ製（マルマーク社・シューマリック社）
銅と錫の合金で造られており、7オクターブのベルが市販されてい
る。
両社の大きな違いはハンドル（ベルを振る際手で握る部分）にあ
る。マルマーク社製はハンドルの色が幹音（＃やレの付かない音）は
白、派生音（＃やレが付く音）は黒であるが、シューマリック社製の
ハンドルはすべて黒である。クラッパー（ベルを振ると動き音の出る
部分、ベルの内側に取り付けられており、それがベル本体に当り音が
発生する）は両社ともベルの縁から突き出ておらず立てて置くことが
出来る。ただし、第6・7オクターブの低音のクラッパーはベルの縁
から突き出ており、立てて置くことも出来るが、その際には細心の注
意を持って行わなければならない。
両社製とも前に向かって振り出し音を奏でる方式であるが、音色は
異なった響きを醸し出す。世界的にはマルマーク社製のベルが主流で
あり、本学でもこのマルマーク社製ハンドベルを使用している。
演奏時には手の汗等がキャスティング（ベル本体の部分）に付着し
ないよう、手袋をはめて演奏を行うのが通例である。
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・イギリス製（ホワイトチャペル社）
銅と錫の合金で造られており、世界で最初に造られたハンドベルで
ある。
クラッパーがベルの縁より突き出ているのが特徴であり、立てて置
くことができない。鳴らし方は、基本的に手前に引きながら演奏を行
う。現在6オクターブ半のベルが市販されている。
演奏時にはアメリカ製のハンドベル同様手袋をはめて演奏を行うの
が通例である。
②ミュージックベル（日本製、幼稚園・小学校などで使用されている）
同じ大きさのベルで2オクターブほどの音域をもつ。主に幼稚園・
小学校などの教育現場で使用されている。クラッパーのシャフトがス
プリングでできており、ベルの内側360度どこにでも当り音が出る仕
組みとなっている。演奏法はシェイク（トレモロ奏法）が中心である
が、取り組み方によってはイングリッシュ・ハンドベルの奏法が一部
可能となる。
［ハンド・チャイム］
①クワイア・チャイム（アメリカ、マルマーク社製）
棒状の楽器であり、素材が金属の中でも比較的柔らかなアルミであ
るため軽く、しかも素手で持っても問題はないが、楽器にクラックが
発生しやすいのが難点である。特に音叉形状の付け根の部分にクラッ
クが入りやすい。このような状態が生じた場合は、修理が出来ず、そ
の音のみそっくり交換となる。本学においても過去に何度かこのよう
なことを経験している。
チャイムは3～5オクターブが主流であるが、2004年の夏カナダ・
トロントにて開催された世界大会において7オクターブのチャイムを
初めて目にした。低音はあまりに大きいためキャスター付きのラック
に乗せ、マレットを用い演奏を行うスタイルをとる。
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②メロディー・チャイム（アメリカ、シューマリック社製）
クワイア・チャイムと同様アルミで造られており、素手で持っても
問題はなく、形状もほぼ同じ形状であるが、音色は異なる。現在5オ
クターブのチャイムが市販されている。
［アンクルン］
インドネシアの民族楽器。竹製でありハンドベルと同じく1つの楽器で
1音を奏でる楽器であり、3オクターブほどの音域の楽器が販売されてい
る。また、いくつかの音を一つの枠の中に収め和音を奏でる“和音アンク
ルン”もある。日本ではアンクルン協会があり、輸入した楽器を販売して
いる。筆者は“子どもの城”において開催された講習会において初めてこ
の楽器の存在を知り、5年ほど前からソルフェージュの授業に取入れてい
る。キットを購入し、組み立て指導を行い、アンサンブルを行っている。
竹から醸し出す不思議な音色に学生達は魅了されているようである。将来
ハンドベルとの演奏も視野に入れたい。
アンクルン
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3．本学・部活動での使用楽器とその特徴
①ハンドベル
本学ではマルマーク社製の7オクターブのハンドベルを使用している。
最高音G8は直径5cm、全長16．5cm、重さは約300gである。最低音C2
は直径38．5cm、全長50cm、重さは約7kg超である。市販されている高音第
7オクターブ目はG＃8からC9であるが、その音色は金属的で超音波の
ような、耳障りな非常に甲高い音であるため、本学では導入していない。
第7オクターブ目の低音は前記のように大変大きく、しかも重い。音楽表
現においてスケールの大きい、また豊かな音色を求めるには、オーケスト
ラ、あるいはピアノの演奏を聴いていただくとお解りの通り、低音の充実
が絶対条件であり、それが命でもある。しかしハンドベル音楽にとって
“低音を充実させる”ことは、プレーヤーにとってはたいへんな労力と腕
力が要求される。本学のハンドベル部員は現在のところ女性のみの構成で
あるが、あえてこの事に挑戦させている。部員はみごと期待に応えてく
れ、素晴らしいサウンドを醸し出してくれる。これは本学が世界に注目さ
れる所以でもある。
その音色は特に音の重ね方、密集和声（和音を下からド・ミ・ソのよう
に1オクターブ以内に配列する方法）にある。通常低音はオクターブまた
は5度（基準の音から数えて5番目の音、ドに対してソ）の開離和声（和
音を下からド・ソ・ミ・ドのように1オクターブをこえる配列にする方
法）で重ねるが、ハンドベルの音楽をこの密集和声にする事により、恰も
教会のオルガンの音色に聴き間違うほどの重厚感ある素晴らしい響きとな
る。ただし低音は、音が低くなればなるほど倍音が発生するため、他の音
とのぶつかりにより音楽に濁りが生じることがある。ハンドベルの低音は
特にその特性が強く出る楽器であるため、用いる場合は細心の注意が必要
である。
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高音ベルC8～G8
低音ベルC2
②チャイム
本学ではハンドベルと同様のマルマーク社製クワイア・チャイムを7オ
クターブ所有している。前述の通り素材はアルミであるため素手で持って
も問題はなく、扱い方も易しい。しかし低い音になるにしたがい、全長が
長くなり、太くなる。クワイア・チャイムは通常ハンドベルと同じように
前方に向かって振り出す演奏法を行うが、第6オクターブ目の低音チャイ
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ムは近年楽器を立てかけるキャスター付きのラックが考案され、立てかけ
たチャイムをマレットで叩き演奏するスタイルをとることが多い。第7オ
クターブ目の低音チャイムはさらに巨大なため、ラックに立てかけてのみ
演奏が可能となる。
音色はハンドベルと異なり大変柔らかな深みのある音色である。特に低
音は丸みのある、良く響く音色である。それをハンドベルの主旋律、副旋
律、和音等の音に重ね奏でることにより、いっそうチャイムの魅力を引き
出すことができ、豊かな響きのある音楽作りが可能となる。特に効果的な
演奏法は、小節ごとの和声の根音（ドミソの和音の場合はドの音）にハン
ドベルトと併用し、同時に低音チャイムを演奏することである。この試み
により音楽が一層引き締まり、重厚感のある響きを作り出すことができ
た。ただし低音チャイムは音叉形状部分（音を作り出す部分）が太いた
め、マレットで叩くと振幅が大きくなり、さらには音に伸びがあるため、
音が容易に止まらないことが起こる。細心の注意が必要とされる。
また低音チャイムは前述の通り長くて太いため、本学でもこのチャイム
を使用する機会は限定されている。特に海外演奏旅行の際の使用チャイム
は3～5オクターブが限界であり、それ以上の低音チャイムは残念ではあ
るが重量の点からも移動が困難であるため、使用は不可能となる場合が多
い。
高音チャイムG＃7～C8
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低音チャイム
2008年8月アメリカ世界大会にてC2～B2
4．演奏法
本学は隔年開催の世界大会に毎回参加、計9回を数えている。クラッ
シック音楽を得意としており、毎回新たに研究を重ねた演奏法をもとに、
これまでにない斬新な演奏を行い、世界のリンガーたちからも熱い視線を
浴びている。
次に前稿での経験を踏まえ、世界大会等に参加するにあたり新たに研究
を行った実験的演奏法によるハンドベル音楽を、ハンドベルにチャイムな
どを併用し演奏を行った演奏法も交え述べることとする。
①ヨハン・シュトラウス作曲「レッツ・ポルカ」
使用楽器・ハンドベル7オクターブ73音
・チャイム4オクターブ14音
「レッツ・ポルカ」は2000年8月イギリス・バーミンガムで開催された
第9回世界大会に参加するにあたり編曲を行った曲であり、ヨハン・シュ
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トラウス作曲のポルカ“TritschTratschPolka”“AnnenPolka”“Pizzicato
Polka”“NeuePizzicatoPolka”“ThunderandLighting”全5曲からなるメ
ドレー曲である。
世界大会ではいきなりトップバッターでの演奏を仰せつかり、7オク
ターブによる「レッツ・ポルカ」をリンガー9名で演奏（通常15名前後で
演奏を行う曲である）を行った。結果は会場全員総立ちスタンディング・
オベーションの評価をいただき、初日で世界のリンガーたちの注目の的と
なった。
②ベートーベン・モーツアルト作曲「2つのトルコ行進曲」
使用楽器・ハンドベル7オクターブ66音
「2つのトルコ行進曲」は2002年8月韓国・釜山で開催された第10回世
界大会に参加するにあたり第14代チームのために編曲を行った曲であり、
ベートーベン作曲「トルコ行進曲」およびモーツアルト作曲「トルコ行進
曲」によるメドレー曲である。
モーツアルトの「トルコ行進曲」は原曲が有名なピアノ曲であり、世界
中の人たちから愛されている曲でもある。
中音より下の低音ベルはマレット奏法、高音部の速いパッセージの繰り
返しをリング奏法（基本奏法）のみで行う演奏法をとる。ハンドベルのみ
の演奏ではあるが、伴奏部の中・低音マレット奏法によりトルコ風の独特
の軽快さがより効果的に表現でき、そのことにより軽やかでしなやかな旋
律部をよく支えることの出来る演奏が可能となり、ピアノによる演奏にも
勝るとも劣らない演奏効果が得られた。
この曲は、世界大会の際には7オクターブのベルをリンガー7名で演奏
（通常は15名前後で演奏を行う曲である）を行ったため、特に旋律を担当
する高音部はフォー・イン・ハンド（片手に角度を変え2本、両手で4本
のベルを一人で操る奏法）によるベル交換の連続であった。結果はその曲
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芸的な演奏に、韓国風の厚い、鳴り止まぬ拍手の評価をいただいた。
現在、モーツアルト作曲「トルコ行進曲」は現役のチームのレパート
リーの中で最も得意としている曲でもある。演奏依頼の際には、特にピァ
ノ曲の楽譜をご存知の方には“あのピアノ曲をベルで！”と驚かれること
も屡々であり、人気ナンバーワンの曲でもある。（楽譜1参照）
③レオポルト・モーツアルト作曲「おもちゃの交響曲」
使用楽器・ハンドベル7オクターブ51音
・Trumpet，Cuckoo，Nightingale，Rattle，Triangle，Drum
「おもちゃの交響曲」は②同様韓国・釜山で開催された第10回世界大会
に参加するにあたり第14・15代チームのために編曲を行った曲である。
原曲は弦楽アンサンブルとトランペット、カッコウ笛など6種類のおも
ちゃの楽器より演奏される曲であり、ハンドベルと多くの楽器による編成
の演奏は当時たいへん珍しく、注目された。（楽譜2参照）
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以下④⑤に関しては具体的に演奏法を述べる。
④ショパン作曲「幻想即興曲」
使用楽器・ハンドベル7オクターブ75音
・チャイム4オクターブ19音
ショパン作曲「幻想即興曲」（原曲：ピアノ曲）は、2004年8月カナダ・
トロントで開催された第11回世界大会に参加するにあたり第17代チームの
ために編曲を行った曲である。
「幻想即興曲」は、ピアノを志す者なら誰もが憧れを持つ、右手のライ
ンと左手のライン4対3の二重奏曲であり、難易度の高い曲である。指の
タッチの強弱およびペダリングを馳駆し演奏される曲であるがため、ハン
ドベルでの演奏はかなりの困難が予想されたが、特に次の点に留意し編曲
を行ってみた。
1）ピアノ曲独特の低音による深い音色表現
2）強弱の表出における工夫
3）アクセント音の音色作り
4）全体に原曲のようなスケールの大きい演奏法を目指す
ハンドベルの弱点は、一音一音の響きが非常に繊細であることがあげら
れる。それも5番前後（中音）のベル、さらには低音ベルになればなるほ
どその現象は顕著であり、演奏会場によってはまったく中・低音が聞こえ
なくなってしまう場合がある。我々もこのことは数多く体験してきてい
る。しかしその音の重ね方を工夫し、チャイムを併用することにより、ハ
ンドベルは思わぬ響きを醸し出し、よりいっそう中・低音を充実させるこ
とができる楽しさを味わうことができる。その魅力に筆者は取り付かれ、
様々な組み合わせによるハンドベル音楽を追求しているが、その重ね方も
含め上記4点について留意し考案した演奏法の、その一端を述べる。
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・冒頭部分より4小節：
音色に深みを加えるため、一拍目3オクターブの4音及び第5音（3・
4小節）を含め同時演奏（原曲は単旋律）、以後和音配列による2オク
ターブ4音同時進行奏法を行う。
・7・8小節ト音記号：
クレッシェンド・デクレッシェンド効果を得るため、2拍目より単旋律
をオクターブ進行に移行、8小節4拍目より単旋律に。以後11・12小節
も同様。
・13・14小節：
各拍の頭のアクセント効果を得るため、7ベルを加える。また同時に5
ベルチャイムも加え、音色に変化を持たせる。
・17小節より22小節：
アクセント効果をさらに得るため、5ベルをマルテラート・リフト（ベ
ルをテーブルのマットに強く打ちつけ、音を止めずにすばやく持ち上げ
る）奏法を行う。また19小節3拍目よりクレッシェンド効果のため、オ
クターブのマルテラート・リフト奏法を行う。
・41小節以降82小節：
音色に深みを加えるため、へ音記号2オクターブ4音同時進行奏法を行
う。
上記などの奏法を用いることにより、ハンドベルの弱点である強弱の変
化、音色の単調さを解消することができ、原曲に忠実な、またスケールの
大きな効果的な演奏が可能となった。しかし演奏者にとってへ音記号のア
ルペジオ同時進行は、楽器の重さとともに大変な労力となったことは間違
いない。原曲では奏者が一人のためその力量如何により容易に演奏が可能
となるが、ハンドベルによる演奏の場合には、それを8人前後で分担して
演奏を行わなければならない。その練習は想像を絶する苛酷なものとなっ
てしまった。その甲斐あってカナダ・トロントでの世界大会での結果は会
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場全員総立ちのスタンディング・オベーション評価であった。これはまさ
に研究を重ねた成果であり、これを実践した学生たちの成果でもあった。
（楽譜3参照）
（楽譜3）
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⑤オッフェンバック作曲「天国と地獄」序曲
使用楽器・ハンドベル7オクターブ72音
・チャイム4オクターブ25音
この曲は、2008年8月19日から22日まで開催された全国ハンドベル講習
会、“経験者マスリンギング”のために修正、出版した曲である。
原曲はオーケストラで演奏されるオペレッタの序曲であり、劇中の様々
な場面の音楽がメドレー形式により登場し、有名な“フレンチ・カンカ
ン”で締めくくられる曲である。オーケストラ曲であるがゆえ、音色が各
場面とも多彩であり、ハンドベルに編曲するにあたって困難を極めたが、
次の事柄に特に留意し編曲を行った。
1）オーケストラのような多彩な音色づくり
2）低音の充実
3）レガートが求められるメロディー部分の持続音の処理法
4）低音における効果的なマレット奏法
ハンドベル用に編曲を行う際、常につきまとうことは持続音をどう処理
するかである。すでにこのことは前稿でも述べてはいるが、音楽の場合は
その場所ごとに違いがあり、同じようには処理できない点が難点でもあ
り、さらに工夫が求められる。次に留意点に対し考案した演奏法の一端を
述べる。
・冒頭より17小節：
原曲金管・木管楽器による強烈な付点二分音符に対する処理法として、
3番ベルにまで及ぶ強烈なシェイク奏法と、へ音記号下向き音符はマ
レットによる連打奏法を行う。
・22小節から26小節：
音色に変化を持たせるため、3・4・5番のチャイム（菱形音符）を導
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入し、同時に同音をハンドベルでも演奏を行う。
・50小節から67小節：
原曲チェロ及びクラリネットの奏するソロパートを4・5番チャイムで
演奏を行う。また楽譜には書き込みがないが、1オクターブ下の音を足
し3番チャイムを併用するとなお効果的な音色を作ることが出来た。
・68小節から82小節：
へ音記号の持続音を効果的に行うため、上向き音符はシェイク奏法、下
向き音符はハンドベルを机に置いたままの状態で、マレットロール奏法
を行う。
・終曲フレンチ・カンカン：
音楽の性格をいっそう特徴づけるため、マレット奏法・マルテラート奏
法及びチャイムの効果的な導入を多用する。
上記などの奏法を行うことにより、オーケストラ曲の多彩な音色をハン
ドベルにおいても表現できるようになった。この曲は変化ある曲想を醸し
出すことに成功した例でもある。（楽譜4参照）
以上実験的演奏法の実践例とその効果と評価について述べてきたが、筆
者は演奏法の研究とともに指導法の研究も行っている。この件については
次稿で述べることにする。
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（楽譜4）
「天国と地獄」序曲
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まとめ
ハンドベル音楽はピアノ譜と同様の大譜表を用いる。同じ大譜表から演
奏される音楽であっても、ピアノは自ら大きな反響板を持ち、豊かな音色
により音楽を表現することができる。一方、ハンドベルは自らの音をさら
に響かすことのできる響板が無く、楽器自体の振動による響きのみであ
る。そのため、ハンドベルは演奏する会場の空間の残響度によりハンドベ
ル音楽の響きが大きく影響を受けることが多い。またピアノは10本の指に
より、足によるペダルを伴い演奏されるが、ハンドベルは本学・クワイア
の場合15～16人編成により演奏を行うため、30～32の手により演奏を行う
ことになる。通常一人2音、高音域はフォー・イン・ハンド奏法を用いる
ため、メンバー全員で同時に40音ほどのベルを鳴らすことができる。
ハンドベルは単音では繊細な音色の楽器である。ピアノ、あるいはオー
ケストラのようなダイナミックな音と作りをするためには、ピアノにおけ
る和声の配列ではなく、上記で述べた通り同時に多くの和声を重ね鳴らす
のが最善の方法である。また、同時にチャイムの併用および工夫された
様々な奏法の導入が大きなキーポイントとなる。本学ではこれらのことを
実行するため、結果的に多くのベルを使用することになる。多いときには
100本を超えるベルおよびチャイムを使用し、一人7～8本以上のベルを
扱わなければならず、自分自身のベルチェンジもさることながら、隣どう
し、時には一つのベルを5～6人による連係プレーにより演奏される場合
もある。協調性・集中力が求められる所以である。
以上いろいろと演奏法を述べてきたが、音楽は文章による表現は難し
く、生の演奏を聴いていただき肌で音楽を感じていただくのが最善の方法
である。ぜひ演奏会にお出でいただき、世界大会などにおいて評価いただ
きましたさまざまな取組みにおける演奏法研究の実践とその効果を、ご自
身の目と耳で確かめていただきましたら幸いである。
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5．おわりに
近年ハンドベル人口が急増している。本学所在地である小山市も例外で
はない。小・中学生から一般の老若男女までがハンドベルを始めている。
筆者がハンドベルを始めた頃は、「ハンドベルってな～に」「ハンドボー
ル？」という笑い話のような会話が飛び交ったほどであるが、現在では、
市内において10を超えるチームが活動を開始している。
当初筆者は、ハンドベルを普及するには一般の方々に実際にハンドベル
に触れていただき、その音色の美しさを自ら体験していただくのが、最良
ではないかと、本学開放講座及び市生涯学習センター講座を皮切りに一般
向けの体験講座を、小山市からの依頼もあり毎年行っている。それが今か
ら10年ほど前からである。
また・毎年小山市主催によるハンドベルフェスタinOYAMAも開催さ
れるようになり、ますます市民及び近隣の多くの人たちの関心が集まり、
ハンドベル音楽に対する欲求度も高まってきたように感ずるのは筆者だけ
ではないであろう。
世界的にもこの輪は広まり、中国をはじめアジアの国々においてもハン
ドベルに興味を持ち、練習を行いはじめた人たちが多くなってきている話
をよく耳にするようになった。
それと同時にハンドベルの技術力も飛躍的に向上してきた。また楽譜も
然りであり、作曲、編曲を行う人たちが非常に多くなってきている。やっ
と音楽本来の姿になってきたのではないだろうか。喜ばしいことに、筆者
がこれまで世界大会で発表してきた演奏法を取り入れた楽譜も非常に多く
見受けられるようになり、ハンドベル音楽の世界に一石を投じることが出
来たのではないかと自負しているところでもある。
これもハンドベル部員なしにはなし得なかったことであり、この場をお
借りして感謝申し上げたい。
ハンドベル音楽はさらに発展し続ける事を信じ、これからも良きハンド
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ベル部の学生らと共にハンドベル音楽を発展させていきたい。
資料
（1）荒井弘高編曲ヨハン・シュトラウス作曲「レッツ・ポルカ」
YAミュージック2000年8月
（2）荒井弘高編曲ベートーベン・モーツアルト作曲「2つのトルコ行進曲」
YAミュージック2003年6月
（3）荒井弘高編曲レオポルト・モーツアルト作曲「おもちゃの交響曲」
YAミュージック2003年8月
（4）荒井弘高編曲ショパン作曲「幻想即興曲」
YAミュージック2007年11月
（5）荒井弘高編曲オッフェンバック作曲「天国と地獄」序曲
YAミュージック2008年8月
（6）荒井弘高他編「白鴎大学ハンドベルクワイア20年のあゆみ」
白鴎大学ハンドベル部2008年2月
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